
履修カリキュラムマップ例（小学校専修　算数コース）

科 名科目コード 目 開講学期
開講学

期
主担当教員 主担当教員所属

必修・選択・自由
教育人間力 協働力 生徒指導力 授業力

 使命感  倫理観  教育的愛情  省察力  教養 対人関係能力  協調性  社会性  基本的態度  個人指導力  集団指導力 教科内容の理解  構想力  展開力  評価力

教育に対する使
命感や情熱を持
ち、常に子どもか
ら学び、共に成長
しようとする意識
をもって、指導に
あたることができ
る。

高い倫理観と
規範意識、困
難に立ち向か
う強い意志を
持ち、自己の
職務を果たす
ことができる。

子どもの成長
や安全、健康
を第一に考
え、適切に行
動することが
できる。

教育だけでな
く、様々な分野
や事象に対し
て広く関心を
持ち、自らの
力量向上に努
め、変化する
学校現場の状
況の中で、自
己の教育実践
を絶えず反
省・評価し、改
善していくこと
ができる。

社会人として
生涯にわたっ
て基盤となる
幅広い教養と
スキルを身に
つける。

教員としての
職責や義務の
自覚に基づ
き、目的や状
況に応じた適
切な言動をと
ることができ
る。

組織の一員と
しての自覚を
持ち、他の教
職員と協力し
て職務をリー
ダーシップを発
揮しながら遂
行することが
できる。

保護者や地域
の関係者と良
好な人間関係
を築くことがで
きる。

子どもに対し
て公平かつ受
容的な態度で
接し、豊かな
人間的交流を
行うことができ
る。

子どもの発達
や心身の状況
に応じて、抱え
る課題を理解
し、適切な指
導を行うことが
できる。

子どもとの間
に信頼関係を
築き、学級集
団を把握して、
規律ある学級
経営を行うこと
ができる。

教科等の背景にある専門諸科
学・芸術に関する豊かな知識と
探究方法を理解し、教科内容と
いう観点からその知識や方法を
解釈し授業づくりに活かすことが
できる。

教科書や学習指導要領の内容の理解を基盤にして、適切な教育
目標を設定し、それを達成する授業を構想することができる。

話し方、書き方、表情など基本的な表現力を基盤にして、様々な
教育技術を駆使して、教育目標を達成する教授・学習活動を展開
することができる。

子どもの反応
や学習の定着
状況を考慮又
は想定して、省
察的に授業計
画や学習形態
等を検討し改善
できる。

　
　
幼
児
教
育
専
修

　
　
小
学
校
教
育
専
修

　
　
中
学
校
教
育
専
修

　
　
特
別
支
援
専
攻

教科等の背景
にある専門諸
科学・芸術の知
識と探究方法
の理解

教科内容という
観点からの専
門科学・芸術の
知識・方法の解
釈

子どもの学習に
おける実態の
理解・把握

子どもの授業
目標の分類と
設定

授業構成(教育
内容の構成/教
材の選択・構成
/授業過程の組
織/学習法・学
習形態の選択・
構成)

単元計画(単元
（授業）計画の
作成/学習指導
案の作成/学習
評価計画の作
成）

基礎的・基本的
な授業態度（音
声・表情・所作
等

教授活動の構
成と展開(個や
集団への配慮/
説明/ 助言・指
示/板書/教材・
教具の活用/演
技・表現性)

学習活動の喚
起と促進(授業
の流れや分節
化への考慮/発
問/子どもの発
言・行為への対
応/学習環境の
構成とマネジメ
ント/学習活動
への即時的対
応)

学習活動に対
する評価(形成
的評価/机間巡
視/学習評価法
の工夫)

開発と環境 学部1・2・3年 前期 西村　宏 現代教育課題総合コース
必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

①環境と開発、
とくに環境保全
との間にある二
律背反的なジレ
ンマについて認
識できる。
②開発と環境
に関する意思
決定のあり方を
理解できる。

人権確立の歴史 　 学部1・2・3年 前期 葛上　秀文 教員養成特別コース
必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

人権に関する
様々な問題の
歴史的経緯を
学際的に考察
し、自分の考え
で論述すること
ができる。

基礎情報教育 学部1年 前期 林　秀彦
生活・健康系コース

（技・工・情）
必
修

必
修

必
修

必
修

情報分野につ
いてのプロジェ
クトを展開し，
情報活用能力
の基礎を身に
つける。

英語コミュニケーショ
ンⅠ

学部1年 前期
ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾘｰ・ﾊﾞｰ

ﾏﾝ
言語系コース（英語）

必
修

必
修

必
修

必
修

英語コミュニ
ケーションに関
する自信や能
力を獲得し，英
語話者と対話し
幅広く考えるこ
とができる。

グループワーク
を通して，リー
ダーシップや問
題解決のスキ
ルを身につけ
る。

初等中等教育実践基
礎演習

（
算
数
・
数
学

）

学部1年 前期 佐伯　昭彦 自然系コース（数学） －
必
修

必
修

－

学問としての数
学の探究方法
を理解する。

初歩的な数学
を通して，正し
い数学観の重
要性や数学教
育の意義を理
解する。

教職論 　 学部1年 前期 阪根　健二 臨床心理士養成コース
必
修

必
修

必
修

必
修

教師として必要な
使命感や情熱を理
解し、教職への希
望と期待を持つこ
とができる。

教師の職務を
理解し、その基
盤となる倫理観
の必要性を意
識できる。

子ども理解を深
め、教育愛に裏
打ちされた教職
について認識で
きる。

教師の職務や
役割を理解し、
指導における
言動が与える
影響とコミュニ
ケーションの重
要性を認識でき
る。

組織の一員とし
て、協働して職
務を遂行するこ
とが重要である
ことが理解でき
る。

学校が地域や
保護者との良
好な関係に上
に成り立ってい
ることが理解で
きる。

人間形成原論 　 学部1年 前期 木内　陽一 人間形成コース
必
修

必
修

必
修

必
修

人間形成における
教育の必要性につ
いて、
18世紀以来の主
要な教育理論家の
著作と理論に即し
て、理解できる。

啓蒙主義の倫
理観を中心に、
存在と当
為、善と悪がど
のように考えら
れているか
理解できる。

18世紀の啓蒙
主義、19世紀
のロマン主義の
概要を知り、現
代の子ども観、
人間観の背景
を理解できる。

西欧近代の「批
判」の意味が理
解できる。
つまり「批判」と
は、物事を分析
し、省察するこ
とであることが
理解できる。

「教養」とは、
「知ることを楽し
むこと」であるこ
とが理解でき
る。
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履修カリキュラムマップ例（小学校専修　算数コース）

幾何学Ⅰ 　 学部1年 前期 松岡　隆 自然系コース（数学） －
必
修

必
修

－

円錐曲線論と
多面体の数学
について理解
し，空間図形の
世界の豊かさ・
面白さを説明で
きる。

学校で扱う空間
図形の性質を
より深く知るた
めの見方・考え
方を理解し指導
に活かすことが
できる。

人口と食糧問題 学部1・2・3年 後期 前田　英雄
生活・健康系コース（家

庭）

必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

グローバルな視
点から人口増
加と食糧不足と
いう現実的的課
題に向き合い，
問題を解決す
る力を身につけ
る

東洋の文化研究 　 学部1・2・3年 後期 小川　勝 芸術系コース（美術）
必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

伝統的に日本
人が陶冶してき
た、東洋の文化
を継承する態
度を涵養する。

地域の歴史を
知るため、主に
近代の日本、
朝鮮半島、中
国大陸の文
学、音楽、美術
についての具
体的な作例を
検討します。

英語コミュニケーショ
ンⅡ

学部1年 後期
鎌田－スザー

ン
言語系コース（英語）

必
修

必
修

必
修

必
修

寛容な精神を
養うことを目的
に，英語で幅広
い見方や考え
方を表現し交渉
することができ
る。

グループワーク
を通して，リー
ダーシップや問
題解決のスキ
ルを身につけ
る。

英語リーディングⅡ 学部1年 後期 杉浦　裕子 言語系コース（英語）
必
修

必
修

必
修

必
修

リーディングを
中心に、TOEIC
５００点を狙え
る英語基礎力
を、身につけ
る。

TOEIC対策や
ネットアカデミー
を利用しなが
ら、英語力を向
上させる勉強法
を身につける。

初等中等教科教育実
践Ⅰ

（
算
数
・
数
学

）

学部1年 後期 齋藤　昇 自然系コース（数学）
必
修

必
修

必
修

必
修

小学校低学年
の算数につい
て数学的背景，
学問的位置づ
け，発展性を理
解する。

低学年の児童
の発達段階と
学習指導要領
の目標・内容の
関わりを理解す
る。

低学年の算数
について学習
指導要領の目
標・内容を理解
する。

低学年の算数
について教育
目標を達成でき
る指導方法・授
業構成を理解
する。

低学年の算数
について教育
目標を達成でき
る単元計画を
理解する。

低学年の算数について発達段階に沿った，指導・学習方法を理解
し，指導計画作成・マイクロティーチングを通して実践的な指導力
を身に付ける。

初等理科 　 学部1年 後期 本田　亮 自然系コース（理科）
必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

小学校理科の
学習内容につ
いて理解し, 小
学校学習指導
要領理科を説
明できる。

エネルギーと仕
事, 地震と
安全,　生物とい
のち, 化学とくら
しの関係につい
て理解し, 説明
できる。

代数学Ⅰ 　 学部1年 後期 平野　康之 自然系コース（数学） －
必
修

必
修

－

ベクトル，行
列，行列式の
取り扱いと幾何
学への応用に
ついて理解す
る。

線形代数の幾
何への応用を
通して，代数的
取り扱いの重
要性や意義を
理解する。

解析学Ⅰ 　 学部1年 後期 成川　公昭 自然系コース（数学） －
必
修

必
修

－

関数概念，微
分積分の概念
を理解し，身近
に現れる寮や
関係を分析す
るための技術
を身につける．

学校，社会で現
れる数量やそ
の関係を簡単
な計算を通して
理解する態度
や技術を身に
つける．
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履修カリキュラムマップ例（小学校専修　算数コース）

ふれあい実習 　 学部1年
前期集
中・時
間外

清水　茂 言語系コース（国語）
必
修

必
修

必
修

必
修

各学校の子どもと
かかわり、教師の
役割や教職につい
て考えることができ
る。

子どもとのふれ
あいを通して、
教師に求めら
れる倫理観や
規範意識につ
いて考えること
ができる。

子どもの安全
や健康を考える
ことの大切さが
分かり、子ども
に安全にかか
わろうとする。

自らの目指す
教師像につい
て考えるととも
に、教育実習に
おける自己課
題に気づくこと
ができる。

教育実習生とし
て、子どもや教
職員に適切な
話し方や接し方
ができる。

教育実習生の
一員としての自
覚を持って実習
に参加し、協力
し合うことの大
切さがわかる。

保護者や地域
の関係者と良
好な人間関係
を築くことの大
切さに気づく。

どの子にも分け
隔てなく、親し
みを持って接す
ることができ
る。

進んで子どもと
かかわり、適切
に声をかけたり
支援をしたりす
ることができ
る。

各学校の学級
等の集団の状
況や特性をとら
えることができ
る。

英語コミュニケーショ
ンⅢ

学部2年 前期
ｱｰﾚﾝ　ﾆﾑﾁｬｯ

ｸ
言語系コース（英語）

必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

現代の世界問
題（政治等）に
焦点をあて，英
語を通して批判
的に分析・思考
することができ
る。

グループワーク
を通して，リー
ダーシップや問
題解決のスキ
ルを身につけ
る。

算数 学部2年 前期 佐伯　昭彦 自然系コース（数学）
必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

集合，論理，関
係，関数，数，
図形，確率，統
計等について
の基礎的な概
念を理解でき
る。

小学校算数の
内容について，
その背景にあ
る数学の考え
方・概念が理解
できる。

代数学Ⅱ 　 学部2年 前期 平野　康之 自然系コース（数学） －
選
択

必
修

－

ベクトル空間の
概念と連立1次
方程式につい
て理解する。

ベクトル空間と
線形写像を通し
て，連立1次方
程式を理論的
に理解する。

解析学Ⅱ 　 学部2年 前期 成川　公昭 自然系コース（数学） －
選
択

必
修

－

多変数関数の
微分・積分を通
し，面積，体積
等の概念や，
極値問題につ
いて理解する．

学校数学に現
れた数量概念
の厳密な定義
を理解し，更に
広い対象に対し
てその概念を
適用できる．

初等中等教科教育実
践Ⅱ

（
算
数
・
数
学

）

学部2年 後期 松岡　隆 自然系コース（数学）
選
択

必
修

必
修

必
修

小学校中・高学
年の算数につ
いて数学的背
景，学問的位
置づけ，発展性
を理解する。

中．高学年の
児童の発達段
階と学習指導
要領の目標・内
容の関わりを理
解する。

中・高学年の算
数について学
習指導要領の
目標・内容を理
解する。

中・高学年の算
数について教
育目標を達成
できる指導方
法・授業構成を
理解する。

中・高学年の算
数について教
育目標を達成
できる単元計画
を理解する。

中・高学年の算数について発達段階に沿った，指導・学習方法を
理解し，指導計画作成・マイクロティーチングを通して実践的な指
導力を身に付ける。

算数科教育論 学部2年 後期 佐伯　昭彦 自然系コース（数学）
必
修
※

必
修

必
修
※

必
修
※

算数教育の目
標・意義，日本
の算数教育の
変遷，諸外国
の状況を理解
できる。

小学校算数の
４つの指導領域
の内容及び授
業構成につい
て理解できる。

小学校算数に
おける授業設
計の方法及び
授業評価の方
法を理解でき
る。

数学科教育論 　 学部2年 後期 齋藤　昇 自然系コース（数学）
必
修

必
修

必
修

－

数学教育の目
標・意義，日本
の数学教育の
変遷，諸外国
の状況を理解
できる。

中学校数学の
４つの指導領域
の内容及び授
業構成につい
て理解できる。

中学校数学に
おける授業設
計の方法及び
授業評価の方
法を理解でき
る。

図画工作Ⅱ 　 学部2年 後期 野崎　窮 芸術系コース（美術）
必
修

選
択

選
択

選
択

立体表現と平
面表現におけ
る実技に関わ
る基本的な知
識と技能を身に
つけ理解する。
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履修カリキュラムマップ例（小学校専修　算数コース）

幾何学Ⅱ 　 学部2年 後期 松岡　隆 自然系コース（数学） －
選
択

必
修

－

古典的なユーク
リッド幾何と，射
影で形を見る射
影幾何を理解し
本質的な面を
説明できる。

学校の平面幾
何の特性，構
造，面白さを理
解し説明でき
る。身近な問題
に応用できる。

主免教育実習事前事
後指導

（
算
数
・
数
学

）

学部3年 通年 齋藤　昇 自然系コース（数学）
必
修

必
修

必
修

必
修

教科書の単元
について，それ
までの既習事
項に基づき学
習者の理解状
況を考察でき
る。

教科書の単元
について指導
目標に基づく授
業構築が理解
できる。

教科書の単元
について，指導
教材，指導方
法，指導形態，
評価方法の選
択ができる。

教科書の単元
について学習
指導案が作成
できる。

模擬授業を通し
て基礎的・基本
的な授業態度
に関する改善
点が把握でき
る。

模擬授業を通し
て教授活動の
構成と展開に
関する改善点
が把握できる。

模擬授業を通し
て学習活動の
喚起と促進に
関する改善点
が把握できる。

模擬授業を通し
て学習活動に
対する評価に
関する改善点
が把握できる。

模擬授業から
子どもの理解
状況を推察し，
その結果を授
業計画の改善
に活用できる。

英語リーディングⅢ 　 学部3・4年 前期 杉浦　裕子 言語系コース（英語）
選
択

選
択

選
択

選
択

テキストや記事
のリーディング
を通して、書か
れている文章
の背景を理解
し、自分の意見
を考える。

英文の内容を
理解し、使える
英語表現を身
につける。トピッ
クに関して英語
で話し合う。

初等中等教科教育実
践Ⅲ

（
算
数
・
数
学

）

学部3年 前期 松岡　隆 自然系コース（数学）
選
択

必
修

必
修

必
修

中学校数学に
ついて数学的
背景，学問的
位置づけ，発展
性を理解する。

中学生の発達
段階と学習指
導要領の目標・
内容の関わりを
理解する。

中学校数学に
ついて学習指
導要領の目標・
内容を理解す
る。

中学校数学に
ついて教育目
標を達成できる
指導方法・授業
構成を理解す
る。

中学校数学に
ついて教育目
標を達成できる
単元計画を理
解する。

中学校数学について学習者の発達段階及び算数との系統性等に
即した指導・学習方法を理解し，指導計画作成・マイクロティーチ
ングを通して実践的な指導力を身に付ける。

教育評価論 　 学部3・4年 前期 川上　綾子
授業実践カリキュラム

開発コース

必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

授業による子ど
もの変容を的
確にみとるため
に，子どもの実
態の把握が重
要であることを
理解し，その把
握方法につい
て知る。

子どもの学習を
評価するにあ
たって授業の目
標が明確化して
いることの重要
性について理
解する。

単元の目標・内
容や子どもの
実態に応じた学
習評価計画を
たてることの重
要性とその方
法について理
解する。

子どもの学習
活動や達成の
程度をみとるた
めの様々な方
法を知り，学習
評価において
活用できるよう
になる。

「指導と評価の
一体化」の重要
性，その実現の
ための具体的
な方法について
理解する。

数学科教材論 　 学部3年 前期 齋藤　昇 自然系コース（数学）
必
修

必
修

必
修

－

数学科の教科
書の単元の内
容の数学的な
背景・系統生に
ついて理解でき
る。

学習者の思考
力・表現力を高
める教材につ
いて理解でき
る。

目標達成に有
効な教材を理
解し，具体的題
材について教
材研究・教材開
発ができる。

目標を達成の
ために教材を
有効に活用す
る授業展開に
ついて理解でき
る。

数学科授業論 　 学部3年 前期 齋藤　昇 自然系コース（数学）
必
修

選
択

選
択

－

授業内容が学
習者の認知的
側面・情意的側
面に与える効
果について理
解できる。

数学科の教科
書の単元の目
標・題材につい
て理解できる。

中学校数学の
教科書の単元
について，具体
的な授業の構
成方法を理解
できる。

学習者の思考
力・創造力を育
成する授業の
構築方法につ
いて理解でき
る。

数学科教育学特論 　 学部3年 前期 齋藤　昇 自然系コース（数学） －
選
択

選
択

－

日本及び諸外
国の数学教育
の現状を理解
し，教育課題と
目標の関連を
理解できる。

「数学的な活
動」の主旨，内
容，指導方法に
ついて理解でき
る。

「数学的な活
動」を有効に実
施するための
教材開発・授業
設計等ができ
る。

代数学Ⅲ 　 学部3年 前期 平野　康之 自然系コース（数学） －
選
択

選
択

－

初等整数論を
題材にして，群
論，環論などの
考え方について
理解する。

群論，環論など
の代数学の考
え方が役立つこ
とを理解する。
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幾何学Ⅲ 　 学部3年 前期 松岡　隆 自然系コース（数学） －
選
択

選
択

－

連続の概念で
形を見るトポロ
ジーについて理
解し，本質的な
要素を説明でき
る。

図形の世界を
新たな初等的
発想で理解す
ることにより，そ
の豊かさを説明
できる。

幾何学特論 　 学部3・4年 前期 松岡　隆 自然系コース（数学） －
選
択

選
択

－

微分で形を見る
微分幾何と相
似を元とするフ
ラクタル幾何を
理解し，考え方
を説明できる。

微分と相似が
身の周りに見ら
れる形の探究
に役立つことを
理解し，学校数
学の意義を説
明できる。

教育工学 　 学部3・4年 後期 川上　綾子
授業実践カリキュラム

開発コース

必
修
※

必
修
※

必
修
※

必
修
※

授業や単元の
目標を明確化
することの重要
性について理
解し，子どもの
実態や学習内
容を踏まえた適
切な目標を設
定できる。

子どもの学習
意欲を高め，授
業目標や学習
内容に応じた授
業構成のあり
方について理
解する。

熟練教師にみ
られる効果的な
教授活動につ
いて事例を踏ま
えて具体的に
理解する。

子どもの意欲
や相互作用を
高める学習活
動のあり方につ
いて理解し，適
切な学習活動
や学習環境を
構成できる。

子どもの学習
活動や達成の
程度を的確に
みとることの重
要性とその方
法について理
解する。

代数学特論 　 学部3・4年 後期 平野　康之 自然系コース（数学） －
選
択

選
択

－

代数方程式や
作図の問題を
題材にして，体
論，群論などの
考え方について
理解する。

体論，群論など
の代数学の考
え方が役立つこ
とを理解する。

解析学Ⅲ 　 学部3年 後期 成川　公昭 自然系コース（数学） －
選
択

選
択

－

実数の概念を
更に拡張した複
素数，その上の
関数の性質に
ついて理解す
る．

高校までに習っ
た複素数の性
質を確認すると
共に，その上で
微積分を行うこ
とにより，実数
上だけでは得ら
れなかった新た
な世界が展開さ
れることを体験
する．

主免教育実習 学部3年
通年集
中・時
間外

清水　茂 言語系コース（国語）
必
修

必
修

必
修

必
修

子どもから学ぶ姿
勢や熱意を持って
実習に参加し、教
師の使命を自覚す
ることができる。

教師として望ま
しい態度を意識
して子どもや教
職員とかかわ
り、信頼される
行動をとること
ができる。

環境や教具を
整備し、子ども
の安全・健康に
配慮し適切に
行動することが
できる。

教育実習を通し
て新たな自己
課題を見出した
り、目指す教師
像を問い直した
りすることがで
きる。

時と場に応じた
言動、子どもや
教職員との接し
方など、教育実
習生としてのマ
ナーを身につけ
実践する。

担任や教職
員、実習生から
の指導・助言等
を真摯に受け
止め、協力し
合って実習に取
り組むことがで
きる。

保護者や地域
の関係者と良
好な人間関係
を築くことの大
切さを理解す
る。

子どもに公平か
つ受容的な態
度で接し、心の
交流を図ろうと
することができ
る。

子どもの言動
から思いや願
い、健康状態等
をとらえ、学級
担任と連携しな
がら対応するこ
とができる。

学級のルール
や約束ごとに基
づき、学習指導
や朝夕の会・給
食などの指導
ができる。

個々の子ども
の学習状況（興
味や関心等）
や、学習の理
解度等を把握
することができ
る。

学習指導要領
の目標や内容
を理解し、子ど
もの実態を考
慮して目標設定
ができる。

ねらいや学習
内容に合わせ
て、教材や学習
方法・指導形態
等を選択し、授
業に取り入れる
ことができる。

指導目標、内
容、子どもの実
態等を踏まえ、
附属学校の形
式に従って指導
計画、学習指
導案を作成す
ることができ
る。

適切な声の大
きさや速さ、言
葉使い等によ
り、学級全体に
分かりやすく話
や説明ができ
る。

授業のねらい
に合わせて発
問や指示、助
言、説明、板書
等を行い、学習
を進めることが
できる。

学習意欲を喚
起する場面や
方法が分かり、
子どもの学習
状況に応じて対
応することがで
きる。

評価規準や評
価方法に基づ
いて、子どもの
学習状況を評
価することがで
きる。

授業中の評価
をその場の指
導に活かした
り、授業後に評
価を行い次時
の指導に活か
したりすること
ができる。

副免教育実習 学部4年
後期集
中・時
間外

清水　茂 言語系コース（国語） －
選
択

選
択

－

使命感や熱意を
持って実習に取り
組み、教職への意
欲を高めることが
できる。

教師として望ま
しい態度で子ど
もや教職員とか
かわり、信頼さ
れる行動をとる
ことができる。

環境や教具を
整備し、子ども
の安全・健康に
配慮した適切な
対応ができる。

常に自己の教
育実践を振り、
改善に努めるこ
とができる。

社会人として、
教師として、常
に時と場に応じ
た適切な言動
をとることがで
きる。

担任や教職
員、実習生から
の指導・助言を
活かし、協調性
を持って実習に
取り組むことが
できる。

保護者や地域
の関係者と良
好な人間関係
を築くことの大
切さを理解し心
がけようとす
る。

子どもに公平か
つ受容的な態
度でかかわり、
心の交流を図
ることができ
る。

子どもの言動
から課題をとら
え、学級担任の
助言を得て適
切に対応するこ
とができる。

学級のルール
や約束ごとに
沿って、学習指
導や生活指導
等ができる。

個々の子ども
の学習状況（興
味や関心等）
や、学習の理
解度、課題等を
的確に把握す
ることができ
る。

学習指導要領
の目標や内
容、子どもの実
態を踏まえて適
切な目標設定
ができる。

ねらいや学習
内容、子どもの
実態に合わせ
て教材や学習
方法・指導形態
等を工夫し、授
業に取り入れる
ことができる。

指導目標、内
容、子どもの実
態等を踏まえ、
附属学校の形
式に従って、指
導計画、学習
指導案を作成
することができ
る。

子どもの反応
や話す内容に
応じて、話し方
や表情、動作を
使い分けること
ができる。

授業のねらい
や子どもの状
況を考慮し、発
問や指示、助
言、説明、板書
等を工夫して学
習を進めること
ができる。

子どもの予想
外の反応にも
対応しながら、
学習意欲を喚
起しつつねらい
に沿って授業を
進めることがで
きる。

評価規準や評
価方法に基づ
いて、ねらいの
達成度や課題
を把握すること
ができる。

評価を活かしな
がら授業を進
め、授業後の
評価により次時
の指導等を改
善することがで
きる。

教員インターンシップ 学部4年
前期集
中・時
間外

清水　茂 言語系コース（国語）
選
択

選
択

選
択

選
択

熱意を持って主体
的・積極的に実習
に取り組み、教師
の使命を自覚する
ことができる。

教師として望ま
しい態度で子ど
もや教職員とか
かわり、信頼さ
れる行動をとる
ことができる。

環境や教具を
整備し、子ども
の安全・健康に
配慮した適切な
対応ができる。

常に自己の教
育実践を振り、
改善に努めるこ
とができる。

時と場に応じた
適切な言動、子
どもや教職員と
の接し方など、
社会人としての
マナーを身につ
け実践する。

担任や教職員
からの指導・助
言を教育活動
に活かし、協調
性を持って実習
に取り組むこと
ができる。

保護者や地域
の関係者と良
好な人間関係
を築くことの大
切さを理解し心
がけようとす
る。

子どもに公平か
つ受容的な態
度でかかわり、
心の交流を図
ることができ
る。

子どもの言動
から課題をとら
え、学級担任の
助言を得て適
切に対応するこ
とができる。

学級のルール
や約束ごとに
沿って、学習指
導や生活指導
等ができる。

個々の子ども
の学習状況（興
味や関心等）
や、学習の理
解度、課題等を
的確に把握す
ることができ
る。

学習指導要領
の目標や内
容、子どもの実
態を踏まえて適
切な目標設定
ができる。

ねらいや学習
内容、子どもの
実態に合わせ
て教材や学習
方法・指導形態
等を工夫し、授
業に取り入れる
ことができる。

指導目標、内
容、子どもの実
態等を踏まえ、
配属学校の形
式に従って指導
計画、学習指
導案を作成す
ることができ
る。

子どもの反応を
見て、話し方や
表情、動作を工
夫することがで
きる。

授業のねらい
や子どもの状
況を考慮し、発
問や指示、助
言、説明、板書
等を工夫するこ
とができる。

子どもの反応に
対応しながら、
学習意欲を喚
起しつつ授業を
進めることがで
きる。

評価規準や評
価方法に基づ
いて、ねらいの
達成度を把握
することができ
る。

評価を活かしな
がら授業を進
めたり、授業後
の評価を次時
の指導に活か
したりすること
ができる。
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